　「The True Nature of Orcs」訳本

　「Orcの真なる本性」

　著者：不明

　Orcは〈暁の時代〉〔Dawn Era〕の後半に誕生した。歴史学は、「goblin種に関連した獣人」という誤ったラベルを彼らに貼ってきた。しかし、実際には、彼らはTrinimac――Altmerの祖先の精霊たちの中でも最強の存在――の子孫である。Trinimac がDaedroth のBoethiah王子によって食べられて、その邪悪なる神の中で変質した際に、Orcもまた変質したのだ。Orcの古代の名前は〈流浪の民〉〔Pariah Folk〕を意味する“Orsimer”である。現在、彼らは、Trinimac の“残されたもの”であるMalauchに従っている。
　Malauchとは誰であるのか。

　彼は、一般的には、「彼の領域は、拒絶されて追放されたものに対する保護、誓われた誓約、血塗られた呪いである」ようなDaedroth のMalauch王子として更に知られている。彼は、厳密にはDaedraの貴族でもなければ、そのように他のDaedraによって認められている訳でもない。しかし、これは、彼の領域として相応しいものである。以前の彼は、High Elfの万神殿の勇者というTrinimacであり、ある地域に於いては、High Elfを内外の敵たちから守ったAuri-Elよりも人気を集めていた。Trinimacと彼の従者たちがVelothによる反対運動を止めようとした時に、Boethiahは彼を食べてしまった。Trinimacの肉体と精神は堕落して、彼はMalauchとして出現した。従者たちも同様に劣悪になってしまった。誰からも、とりわけ聖なるAuri-Elによって軽蔑されて、彼らはSaarthal近くの北方の荒野に急いで逃げ去った。世界での居場所を求めて彼らはNordとChimerと戦ったけれど、それは大して手に入れられなかった。Skyrimでは、MalacathはOrkeyあるいは〈オールド・ノッカー〉〔Old Knocker〕と呼ばれており、彼とYsmirの戦闘は伝説になっている。
